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衆
議
院
議
員
後
藤
祐
一
君
提
出
放
送
法
第
四
条
の
解
釈
の
変
遷
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
正
確
性
に
係
る
精
査
を
行
っ
て
い
る
文
書
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
政
府
部
内
の
検
討
過
程
に
お
け
る
詳
細
に
つ
い
て
個
々
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い

が
、
放
送
番
組
は
、
放
送
事
業
者
の
自
主
自
律
に
よ
っ
て
編
集
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

三
十
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
法
の
規
定
に
従
っ
て
、
放
送
事
業
者

に
お
い
て
自
律
的
に
遵
守
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。 

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
正
確
性
に
係
る
精
査
を
行
っ
て
い
る
文
書
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
政
府
部
内
の
検
討
過
程
に
お
け
る
詳
細
に
つ
い
て
個
々
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い

が
、
法
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
「
政
治
的
に
公
平
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
が
平
成
二
十
八
年
二

月
十
二
日
に
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
提
出
し
た
「
政
治
的
公
平
の
解
釈
に
つ
い
て
（
政
府
統
一
見
解
）
」
に
お
い
て
、
「
「
政

治
的
に
公
平
で
あ
る
こ
と
」
の
解
釈
は
、
従
来
か
ら
、
「
政
治
的
問
題
を
取
り
扱
う
放
送
番
組
の
編
集
に
当
た
っ
て
は
、



 

２ 

 

不
偏
不
党
の
立
場
か
ら
特
定
の
政
治
的
見
解
に
偏
る
こ
と
な
く
、
番
組
全
体
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
適
合
性
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
の
番
組
で
は
な
く
、
放
送
事
業
者
の
「
番
組
全
体
を
見
て

判
断
す
る
」
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
従
来
か
ら
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
何
ら
変
更
は
な
い
。
そ
の
際
、
「
番
組
全

体
」
を
見
て
判
断
す
る
と
し
て
も
、
「
番
組
全
体
」
は
「
一
つ
一
つ
の
番
組
の
集
合
体
」
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
番
組
を
見

て
、
全
体
を
判
断
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 


